
CS150GXL形小形超遠心機、S52ST形スイングロータ

従来比 2.3 倍量のスイングロータによるラット肝ホモジネートからのオルガネラの分離例

肝臓などの臓器を構成する細胞のホモジネートを密度勾配遠心することによってオルガネラ毎の分離ができ

ます。そこで、そのオルガネラに起因するタンパク質の SDS-PAGE の電気泳動像を調べることにより疾病

等に関する情報が得られる可能性があります。

ここではその予備実験として、密度勾配液に Nycodenz®を用いラット肝ホモジネートの分離を行いました。

これまで、小形超遠心機用スイングロータは 2.2ml チューブ用のもしかありませんでした。しかしこの度、

従来比 2.3 倍量の 5ml チューブ用スイングロータとこのロータが使用できる新しい小形超遠心機がラインナ

ップに加わりました。

１． 使用機種

　遠心機：日立 CS150GXL 形分離用小形超遠心機

　ロータ：S52ST 形スイングロータ

　　　　　（最高回転数 52,000rpm、最大遠心加速度 276,000xg、5mlｘ4 本）

　チューブ：5PA チューブ

２． 分離結果

Nycodenz®の密度範囲：1.02～1.16g/ml（Nycodenz®の初濃度：10%(w/v)）

    分画量：0.25ml ずつ 20 分画
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３．分離条件

　　回転数：33,000rpm

　　最大遠心加速度：111,000xg（平均遠心加速度：79,500xg）

　　時間：20 分

　　温度：４℃

　　加速：「５」

　　減速：「８」

　　密度勾配液量：4.5ml

    試料量：0.4ml

　　試料濃度：10mg/ml

３． 遠心後の分画操作

分画装置：日立 DGF-U 形フラクショネータ

　　分画：0.25mlｘ20 分画

４． 電気泳動（SDS-PAGE）条件

ゲル濃度：10%

試料量：3μl

本結果は、順天堂大学医学部中央機器室　村山季美枝助教授からご提供いただきました。
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Nycodentz®は Nycomed Pharma AS 社（Oslo, Norway）の登録商標です。
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